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令和７年度研究成果発表会（果樹） 

福島県農業総合センター果樹研究所 
   

 
日時：令和 8 年 3 月 4 日（水）10 時 30 分～15 時 30 分 

場所：ＪＡ福島ビル 1001 会議室 

No 研究成果候補課題名 予定時間 

モモに関する研究成果 

1 モモ「はつひめ」の収穫期予測システムの開発 10:40 

2 「あかつき」に続いて収穫できる「モモ福島 18 号」と「モモ福島 19 号」の特性   

3 甘くて大きい晩生系統「モモ福島 20 号」の選抜 

 

4 「ひだ国府紅しだれ」実生を台木に利用することでモモ「はつひめ」の樹勢を抑制できる   

5 モモのジョイントＶ字トレリス樹形における果実生産性 11:10 

6 果実硬度非破壊測定器「ゆびけん」を用いたモモの収穫摘期と核割れ果を推定する技術 

 

7 モモの平棚栽培の特徴   

8 4 年間のモモ半量施用による土壌及び生育・果実への影響   

9 生育概況紹介 11:50 

10 雨よけ栽培の継続によってモモせん孔細菌病が減少し殺菌剤の使用を大幅に削減できる 13:00 

11 殺菌剤使用時の展着剤加用によるモモ果実の薬斑軽減効果  

二ホンナシに関する研究成果 

12 ナシ「あきづき」の新一文字型樹形は定植後 15 年を経過しても多収を維持できる 13:20 

13 ナシ「豊水」における収穫期直前の高温は地色の抜けに影響し“みつ症”の発生に注意

を要する 

  

14 「ナシ福島７号」の食べごろを示す果皮色   

15 ナシ黒星病対策の落葉処理にはロボット自走草刈機を活用できる  

リンゴに関する研究成果 

16 白色化繊布を利用することでリンゴ「ふじ」の日焼け果を抑制できる 13:50 

17 DNA マーカーによりリンゴ交雑実生の幼苗を効率的に選抜した   

18 果樹に寄生するハダニ類の薬剤感受性の実態  

19 リンゴ褐斑病の一次感染期にはマンゼブ水和剤（商品名：ジマンダイセン水和剤）が有

効である 

  

ブドウに関する研究成果 

20 ブドウ盛土式根圏制御栽培における遮光の影響 14:20 

21 ブドウ黒とう病の効果的な防除方法  

22 「シャインマスカット」果実外観に対する一般消費者の嗜好性   

カキ、ユズに関する研究成果 

23 早期に収穫した「会津身不知」は炭酸ガス脱渋後 3 週間まで貯蔵が可能 14:45 

24 ユズ苗木新植時の表土除去により果実や土壌の放射性セシウム吸収が抑制できる 14:55 
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 成 果 の 内 容  

● 「ナシ福島７号」は、黒星病に対してほ場抵抗性を有し、主力品種「幸水」よりも早

く収穫できる食味良好な有望系統ですが、収穫適期が判然としておりませんでした。 

● 果皮色と食味の関係を明らかにするために官能評価試験を実施したところ、Ｒ値（果

皮色に含まれる赤い光の強さ）が 210 未満の果実は硬く果汁も少ないという評価から、

未熟と判断しました。Ｒ値が 210～230 の果実は硬さ、シャリ感、甘酸バランスなどの

評価が最も良好で、総合的な好みの評価が最も高かったことから、適熟で食べごろであ

ると判断しました。Ｒ値が 230～を超える果実はシャリ感が弱く、やわらかいという評

価が多かったことから、過熟と判断しました(図）。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 導入のメリットや留意点等  

● 収穫の目安とすることで、適期収穫が可能になります。 

 

（活用した事業名 福島県産農産物競争力強化事業(研究)） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 栽培科 

                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４９５１ 

「ナシ福島７号」は 
RGB 表色系で R 値 210∼230 の時 

食べごろである 

果樹 

図 「ナシ福島７号」のたべごろを示す果皮色 
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 成 果 の 内 容  

● リンゴ褐斑病の一次感染期におけるマンゼブ水和剤（商品名：ジマンダイセン水和剤）

の防除効果を調査し、本剤が有効であることが明らかになりました。 

 

表 1 果そう葉におけるリンゴ褐斑病に対するマンゼブ水和剤の防除効果（2025 年） 

 
※  リンゴ｢ふじ｣（各薬剤 1/2 樹×３）を対象に、開花直前～落花後 2 週間に 

3 回散布（4/22、5/8、5/21）し、その後は無防除とした。 

 

表 2 新梢葉におけるリンゴ褐斑病に対するマンゼブ水和剤の防除効果（2025 年） 

 
※  リンゴ｢ふじ｣（各薬剤 1/2 樹×３）を対象に、開花直前～落花後 2 週間に 

3 回散布（4/22、5/8、5/21）し、その後は無防除とした。 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

● 近年リンゴ褐斑病の一次感染期が開花期に確認されることがあるため、本剤を開花期

に散布することで、本病の対策強化が期待されます。 

 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 病害虫科 

                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４１９９ 

調査
果そう数

発病
果そう数

発病
果そう率

防除価

600倍 150 3 2.0 97.7

500倍 150 48 32.0 63.6

2,000倍 150 1 0.7 99.2
150 132 88.0無処理

散布薬剤
希釈
倍数

果そう調査（8/25)

マンゼブ水和剤

チウラム水和剤

ジチアノン水和剤

調査
葉数

発病
葉数

落葉
数

発病
葉率

防除価

600倍 461 20 0 4.3 93.7

500倍 424 64 26 20.0 70.8

2,000倍 478 18 4 4.6 93.3
264 107 236 68.6

ジチアノン水和剤
無処理

新梢葉調査（9/10)
散布薬剤

希釈
倍数

マンゼブ水和剤

チウラム水和剤

 
リンゴ褐斑病の一次感染期には 

マンゼブ水和剤（商品名：ジマンダイセン水和剤）が有効である 

果樹 
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 成 果 の 内 容  

● 盛土式根圏制御栽培ブドウ「シャインマスカット」において、遮光率の異なる遮光資

材を用いてハウス内の環境条件を確認したところ、遮光により、ハウス内温度の上昇を

抑制し、50％遮光では葉焼けの発生も軽減できました(図 1、表 1）。 

● 果実品質は、果皮色及び糖度で有意差があり、遮光率 50%以上の遮光資材では、成熟

が遅延する可能性があります(表 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入のメリットや留意点等  

●   今回の調査は、定植 1 年目(3 年生)の果実品質の評価です。 

●   葉焼けの発生は土壌水分の影響も受けるため、盛土内の適切な土壌水分管理が必要で

す。 

● 今後、収穫時期を遅らせた調査を実施し、果皮色や糖度にどのような影響があるか調

査します。 

（活用した事業名 育成センサーの開発と日本のスマート農業の創出「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」委託事業（JPFR25020102） ） 

 Fukushima Agricultural Technology Centre    令和７年度（参考） 

 福島県農業総合センター 果樹研究所 栽培科 

                                     ＴＥＬ ０２４－５４２－４９５１ 

 
ブドウ盛土式根圏制御栽培における 

遮光の影響 

果樹 

 
図１ 試験区の平均気温の比較 

      （被覆期間 7/22～9/10） 
 

表１ 葉焼け発生率調査結果 

 
表２ 果実品質 

 

30％遮光 50％遮光 有意性

遮光前 3.0 8.2 **

遮光後 3.3 4.1 n.s.

有意性 n.s. *

注)ｔ検定により*は5%水準、**は1％水準で有意差あり。

調査時期
葉焼け率（％）

粒重 果皮色 糖度

（g） (ｶﾗｰﾁｬｰﾄ値) （°Brix)

30%遮光 4.5 3.7 17.4

50％遮光 4.6 2.3 16.0

有意性 n.s. ＊ ＊
注）t検定により*は5%水準で有意差あり。
注）満開日:6月4日、収穫日:8月20日

遮光率
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